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SSH通信 「好奇心」は少なくとも科学という、人間精神の

重要な営みに対して、ひとつの大きな原動力に
なっている。しかも、この精神的な好奇心は、人
間だれでもが生まれながらに持っている極めて人
間的なものだ。

朝永 振一郎

端化学研修で最先端科学に触れる！先

偉人の言葉

▲ 先端科学研修（物理）を受講している様子

参加した生徒たちの感想

9月29,30日10月7,8,11日の5日間で物理、化学、生物、
地学、数学の5分野で先端科学研修を実施しました。今
年度はコロナ禍でもあることから研修はすべてオンライ
ンで行われました。どの研修についても専門的で、普段
の授業ではなかなか聞けない内容でした。研究者の職業
についてもお話があり、自身の経歴とともにどのような
高校生であったのかを話される場面もありました。先端
科学研修は、それぞれの分野の研究がどのようなもので、
どのように発展していくのかを知ることができる機会と
位置づけています。参加者は主に高校1年理数科ですが、
複数の研修を受講したり、なかには球陽中学からの参加
者もいました。

先端科学研修
物理:「ニュートリノ振動ってなに?」 前野 昌弘 准教授（琉球大学理学部）
化学:「物の燃え方について考えてみよう」 照屋 俊明 教授（琉球大学教育学部）
生物:「未来を創る基礎教養としての進化論 生物と人間社会を正しく認識するために」

杉尾 幸司 教授（琉球大学大学院教育学研究科）
地学:「地球科学研究の最前線－琉球弧の地質とテクトニクス－」 古川 雅英 教授（琉球大学理学部）
数学:「解の公式のその先」 山城 康一 准教授（琉球大学教育学部）

弱肉強食について深く考えることが出来ました。また、自分が思っ
てた進化など新しい知識が得られたので良かったです。

きょうは普段勉強できなかったことを勉強する
ことが出来てとても理科への興味がわいた。

シークワーサーの成分が肥満や糖尿病に効果が
あるということを知った。ろうそくが燃える原
理について考えたことがなかったけど蝋が熱さ
れることで気体となり蝋燭が燃えるということ
が分かった。

今回は、皆で話し合いながら講義を受けること
が出来て、理解もでき楽しかった。私たちは化
学の基礎しかやってないので、この高度な話を
理解し楽しめるぐらい自分も極めていこうと
思った。

琉球列島の地層のほとんどが海でできた堆積岩
で何十億年前には既に完成しているというのに
驚いた。

プレートの動き方とか地学が生活と密接してい
ることとかがわかった。とても楽しかった。

今回の講座はとっても楽しい授業で、これから
もちょくちょくやって欲しいです。

難しくてわからないことがたくさんあったけど
知りたいこともたくさん増えました。

数学の歴史から奥深いとこまで教えてくださり
ありがとうございました。より数学に興味を持
つことができました。

自分が習っている内容からすごいことに繋がる
のが面白かったです

あまり理解できなかったが、理解できるように
なりたいと思えて、探究心が高まったと思う

元々生物に興味があったが 今日の講演の
進化の話を聞いてもっと興味が深まった
生物関係の仕事に携わりたい

私たちのレベルに合わせて説明してくださった
ので、わかる部分も多かった。
生物に触れるのは中学生ぶりなので久しぶりに
学べていい経験になったと思う


